
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第
一
號

李
成
元
年
十
二
月

正
法
眼
蔵

の
奥
書
に
関
す
る

一
考
察

-

特

に

「
八
大
人
覚
」

を

め
ぐ

っ
て
-

石

島

尚

雄

一

は
じ

め
に

こ
こ
に
い
う

「
八
大
人
覚
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
十
二
巻
本

『
正
法
眼

蔵
』
の
中

の

『
正
法
眼
蔵
第
十
二
、
八
大
人
覚
』
を
さ
す
。

こ
の
巻

の

奥
書
に
は
、
三
種
類

の
形
が
現
存
す
る
。
今
回
の
論
考
で
は
、
こ
の
三

種

の
奥
書

の
検
討
と
、
古
来
か
ら
の
解
釈
を
含
味
し
て
、
筆
者
の
こ
の

奥
書
に
関
す
る
考
え
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思
う
。

二

十

二
巻
本

「
八
大
人
覚
」

に

つ
い
て

十
二
巻
本

「
八
大
人
覚
」
の
奥
書

に
次
の
様
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
本
奥
書
日
、
建
長
五
年
正
月
六
日
書
永
平
寺
今
応
永
廿
七
稔
孟
夏
上
旬

日
、
於
二永
安
精
舎
衣
鉢
閣
下
一拝
二書
之
肉
干
レ時
文
安
三
年
三
月
八
日
、
能

州
蔵
見
保
、
於
二薬
師
堂
一書
レ之
。
之
意
趣
者
、
以
二此
良
結
縁
哨
生
生
世
世

見
仏
聞
法
、
出
家
得
道
、
供
養
三
宝
、
済
度
衆
生
、
成
等
正
覚
。
永
平
末
流

小
新
戒
比
丘

(永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成

一
、
八
七
二
頁
)

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「今
応
永
廿
七
稔
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
西
紀

一

四
二
〇
年
に
書
写
し
た
時
に
、
、「
(彼
本
奥
書
日
)
、建
長
五
年
正
月
六
日

書
永
平
寺
」
と
い
う
奥
書
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
当

時
の
敬
震
な
宗
侶
か
ら
判
断
す
る
と
、
自
分
勝

手
に
改
変
す
る
こ
と
は

考
え
難
い
か
ら
、

こ
の
様
な
ス
タ
イ
ル
の

「
八
大
人
覚
」
の
奥
書
が
存

在
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
八
大
人
覚
」

の
写
本
を
考
え
る
上
で
、

い
わ
ゆ
る
懐
奨

の
書

い
た
奥
書
が
な
い
写
本

の
系
統
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
従
来
こ
の
点
が

看
過
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
す
と
、
ま
だ

一
考
の
余
地
が
あ
ろ

う
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
十
二
巻
本

「正
法
眼
蔵
」

の
中
で
、
十
二
巻
全
部

そ
ろ

っ
て
い
る
の
は
永
光
寺
所
蔵
本
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
永
光

寺
本
の

「
八
大
人
覚
」
に
は
懐
癸
の
書
い
た
奥
書
が
存
在
し
な
い
。
す

な
わ
ち
、
十
二
巻
そ
ろ
っ
て
い
る
十
二
巻
本

「
八
大
人
覚
」
の
奥
書
に

は
懐
…英
の
書
い
た
奥
書
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
懐
奨
の

書
い
た
奥
書

の
あ
る

「八
大
人
覚
」
と
は
別
の
系
統
の
写
本
と
し
て
、
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今
後
考
察
す
る
う
え
で
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

三

秘
蜜
正
法
眼
蔵

「
八
大
人
覚
」

秘
蜜
正
法
眼
蔵

「
八
大
人
覚
」
の
奥
書
に
次
の
様
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、ニ

ク

ス

ユ

本
云
建
長
五
年
六
日
書
二予
永
平
寺
叩
如
今
建
長
七
年
乙
卯
解
制
之
前

日
、

メ

ヲ

メ

ヌ

ク

セ
リ

ヲ

ノ

ハ

ノ

令
二
義
演
書
記

書
写

一畢
。

同

一
二校

之

一
。
右
本
、

先
師
最
後
御
病
中
之
御

ギ

ル
ニ

ノ

ル

ナ

キ

メ
ラ
ル

ビ
ニ

草
也
。
仰
以
、
前
所
レ撰
僻
字
正
法
眼
蔵
等
、
皆
書
改
。
井

新
草
具
都
盧

一

シ

ト

ス

ヲ

ニ

ル

ニ

百
巻
、

可
レ
撰
γ之

云
云
。
既
始
草
之
御
此
巻
、

当
二
第
十

二
一也
、

此
之
後
、

ニ

リ

ス

テ

ノ

モ

チ

ミ

ヌ

ニ

御
病
漸
漸
重
増
。
傍
御
草
案
等
事
即
止

也
。
所
以
此
御
草
等
、
先
師
最
後

ニ
ノ

セ

ヲ

モ

ナ

リ

ム

シ

ラ

ン

ノ
教
勅
也
。

我
等
不
幸

不
レ
拝

二見

一
百
巻
之

御

草

朔
尤
所
レ
恨
也
。

若
奉
レ

シ

ハ

ズ

ノ

ヲ

ス

ヲ

レ

懸
二
慕
先
師

一之
人
、

必
書
二
此
十

二
巻

唖
而
可
レ
護
二
持
之
鴨
此
釈
尊
最

後

之

ニ
メ

ツ

教
勅
、
且
先
師
最
後
之
遺
教
也
。
懐
奨
記
レ之
。
(永
平
正
法
眼
蔵
蒐
大
成

一
、
九
四
九
頁
)

と
あ
る
。

こ
の
奥
書
は
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
、
色
々
と
説
が
分
か

れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
も

っ
と
も
重
要
な
問
題
を
孕
ん
で

い

る
箇

所

シ

ラ
ン

シ

ハ

ズ

ノ

ヲ

ス

ヲ

は
、
「若
奉
レ恋
二慕
先
師
一之
人
、
必
書
二此
十
二
巻
↓
而
可
レ
護
二持
之
幻

レ

ニ
ノ

ツ

此
釈
尊
最
後
之
教
勅
、
且
先
師
最
後
之
遣
教
也
」
と
い
う

箇

所

で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「此
十
二
巻
」
が
、
馳い
わ
ゆ
る
十
二
巻
本
全
体

を
指

す

の
か
、

こ
の
巻
す
な
わ
ち

「
正
法
眼
蔵
第
十
二
、
八
大
人
覚
」
を
指

す

の
か
で
意
見
が
分
か
れ
る
。
そ
こ
で
検
討
し
て
み
ょ
う
。
ま
ず
第

一

の
点
を
見
る
と
、
「
秘
蜜
正
法
眼
蔵
」
全
体
の
中
で
関
連
づ
け
て

考

え

る
必
要
が
あ
る
。
「
秘
蜜
正
法
眼
蔵
」
は
全
部
で
二
十
八
巻
あ
る

と

こ

ノ

ヲ

う
か
ら
考
え
れ
ば
、

「書
ご
此
十
二
巻
一」
の

「
此
十
二
巻
」
は

「
八
大

人
覚
」
の

一
巻
を
指
す
の
で
な
け
れ
ば
、
意
味
を
な
さ
な
い
。
ま
た
、

ニ

ル

ニ

「
既
始
草
之
御
此
巻
、
当
ご第
十
二
一也
」
を
見

て
み
る
と
、
「秘

蜜

正

法
眼
蔵
」
の
中
で
は
意
味
を
も
ち
得
る
が
、
永
光
寺
の
十
二
巻
本
の
中

で
は
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
、
随
分
珍
妙
な
奥
書
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
安
易
に
、
十
二
巻
本

「八
大
人
覚
」
と
二
十
八

巻
本

「八
大
人
覚
」
を

一
緒
に
し
て
考
え
た
合
成
の
誤
謬
を
犯
し
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
で
も
懐
奨

の
奥
書
の
あ

る

写

本

と
、
懐
婁
の
奥
書
の
な
い
写
本
は
別
系
統

の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
別
の
観
点
か
ら
検
討
し
よ
う
。
古
写
本
建
揖
記

(天
本
七
年

二

五
三
八
〕
本
)
に
次
の
様
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

シ

ヲ

ハ

ノ

ノ

若
奉

レ恋

二
慕
先
師

一之

人
、

必
書

二写
此
十

二
巻

一而
可
二
護
持

一此
釈
尊

最

後
ノ

之
教
勅
、
先
師
最
後
之
遺
教
也
、
如
今
建
長
七
乙
卯
年
七
月
十
四
日
、
令
二下

ヌ

ク

ニ

義
演

書
記
一書

写
上
一畢
、

同

一
校
、

懐
墨

記
レ
之
、

正
本
日
、

建

長

四

年

之

ビ

ニ

ニ

リ

ノ

ヲ

ハ

ヲ

暮
、
及
建
長
五
年
之
正
月
六
日
書
永
平
寺
↓
自
レ
古
此
巻
拝
見
之

輩
感
泪
ナ

モ

ヲ

ス

ル

ハ

ニ

ヲ

ガ

ス
、
住
持

此
巻
談

時
、
挙

レ声

ナ
キ
タ

マ
ウ
ト
ナ
リ
、

於
二
末
代

一此
遺
言

バ

ノ

守
、
宗
風
永
扇
、
門
派
流
通
不
レ
可
二退
転
一
(諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅

師
行
状
建
衡
記
、
八
○
頁
)

ノ

ノ

ど
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
の

「
必
書
二
写
此
十
二
巻

一」
の
意
味
を
知
る
う

え
で
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま

ず

「自
レ古

ノ

ヲ

ハ

ヲ

モ

ヲ

ス
ル

ハ

此
巻
拝
見
之
輩
感
泪

ナ
ガ
ス
、
住
持
此
巻
談

時
、
挙
レ声

ナ
キ
タ
マ
ウ

正
法
眼
蔵
の
奥
書
に
関
す
る
一
考
察

(石

島
)
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正
法
眼
蔵
の
奥
書
に
関
す
る
一
考
察

(石

島
)

ト
ナ
リ
」

の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
複
数
で
は
な
く
単
数

の
巻
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
で
は
ど
の
巻
で
あ
ろ
う

か
。
そ

の
直
前
の
部
分
を
み
て
み
る
と
、
次
の
様
に
あ

る
。
す

な

わ

ち
、

ノ

ヨ

リ

建
長
四
年
、
今
夏
比

微
疾
マ
ス
マ
ス
、
最
後
之
教
講
、
正
法
眼
蔵
八
大
人

ノ

ハ

ヲ

メ

ト

リ

覚
巻
也
、
此
教
講
仏
之
遺
教
経
求
遺
言
在
見
、

一
者
…
、
八
者
不
戯
論
…
、

レ

ハ

ヲ

バ

ニ

ラ

此

八
大
人
覚
之
理
不
レ知
、
仏
弟
子
在
ズ
被
レ仰
ナ
リ

(諸
本
対
校
永

平
開

山
道
元
禅
師
行
状
建
蠣
記
七
七
-
七
九
頁
)リ

ノ

ノ

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
「自
レ古
此
巻
」
の

「
此
巻
」
は

「八
大
人
覚
」

の
巻
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
を
含

め
て
他

の
古
写
本
建
揖
記
を
見
て
も
、
「
八
大
人
覚
」
の
巻
以
外

の
巻

を
想
定
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
(諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行

状
建
衡
記
七
七
-
八
○
頁
参
照
)
し
た
が

っ
て
、
古
写
本
建
衡
記
に

よ

る

ノ

ノ

「
必
書
ご
写
此
十
二
巻
」

の
意
昧
は
、
「正
法
眼
蔵
第
十
二
、
八

大

人

覚

の
巻

を
書
写
す
る
」
の
意
味
に
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る

と

い
え

る
。更

に
も
う

一
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え

よ

う
。
『
高
台
寺
旧
記
』

に
次
の
様

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

永
平
開
山
建
長
四
年
壬
子
ノ
夏
ノ
比
ヨ
リ
微
疾
マ
シ
マ
ス
最
後
ノ
教
講
ハ
八

大
人
覚
ナ
リ
コ
レ
世
尊
最
後
ノ
教
勅
開
山
最
後
ノ
教
勅
ナ
リ
於
末
代
コ
ノ
遺

教
ヲ
マ
モ
ラ
バ
宗
風
永
ク
扇
へ
門
風
流
通
シ
テ
退
転
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ナ
リ

(石
川
良
豊
、
舎
利
礼
文
に
つ
い
て
、
印
度
学
仏
教
学
研
究
十

一
巻
二
号
二

七
二
-
二
七
六
参
照
。
拙
稿
、
詮
慧
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
曹
洞
宗
宗

学
研
究
所
紀
要
第

一
号
八
九
頁
参
照
)

と
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
「
最
後

ノ
教
謳

ハ
八
大

人

覚

ナ
リ

コ
レ
世
尊
最
後
ノ
教
勅
開
山
最
後
ノ
教
勅
ナ
リ
於
末
代

コ
ノ
遺

教

ヲ
マ
モ
ラ

バ
宗
風
永
ク
扇

へ
門
風
流
通

シ
テ
退
転
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ナ

モ

ヲ

ス
ル

ハ

リ
」
と
い
う
部
分
で
あ
ろ
う
。
「
建
揃
記
」
で
は
、
「
住
持
此
巻
談

時
、

ニ

ヲ

バ

挙
レ声
ナ
キ
タ
マ
ウ
ト
ナ
リ
、
於
二末
代
一此
遣
言
守
、
 宗
風
永

扇
、
門

ノ

派
流
通
不
レ可
ご退
転
一」
と
あ
る
が
、

こ
の
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、

「
此
巻
」
は
、
「
八
大
人
覚
」

の
巻
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま

た
、

そ
れ
以
外
の
巻
名
を
想
定
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

以
上
、
「秘
蜜
正
法
眼
蔵
八
大
人
覚
」
の
巻

を
検
討
し
て
み
た

の

で

ズ

ノ

ヲ

あ
る
が
、
「
必
書
二
此
十
二
巻
一」

の
意
味
は
、
「
必
ず
正
法

眼

蔵

第

十

二
、
八
大
人
覚
の
巻
を
書
し
て
」
の
意
味
に
理
解
す
る
の
が
最
も
妥
当

で
あ
る
と
い
え
る
。

四

そ

の
他

の

「
八
大
人
覚
」

泰
心
院
本
正
法
眼
蔵

「
八
大
人
覚
」
の
奥
書

に
、
次

の
様
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

建
長
五
年
正
月
六
日
書
予
永
平
寺
、
如
今
建
長
七
年
乙
卯
解
制
之
前

日
令
二

義
演
書
記
写
一畢
、
同
一
・一校
之
噛
右
本
先
師
最
後
御
病
中
之
御
草
也
、
仰
以

前
所
レ撰
僻
名
正
法
眼
蔵
等
皆
書
改
、
井
新
草
具
都
盧

一
百
巻
撰
レ之
云
々
、

既
始
草
之
此
巻
、
当
二第
十
一一一也
、
此
之
後
、
違
例
漸
々
為
干
重
増
、
彷
草
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案
撰
集
事
即
止
二干
此
一也
、
所
以
此
草
藁
等
、
先
師
最
後
之
教
勅
也
、
我
等

不
幸
而
不
レ拝
二見

一
百
巻
之
草
藁
一尤
所
レ恨
也
、
若
奉
レ恋
二慕
先
師
一之
人
、

必
書
二此
巻
一而
可
レ護
二持
之
ハ
此
釈
尊
最
後
之
教
勅
、
且
先
師
最
後
之
遺
教

也
、
懐
奨
滴
涙
記
干
焉
、
元
禄
三
年
辛
末
七
月
、
三
十
三
世
鑑
沙
弥
晃
全
奉
レ

敬
写
二斯
巻
門
こ
の
写
本
は
永
平
室
中
に
お
さ
ま
れ
る
三
巻
の
中
の
ま
き
、

第
九
次
に
あ
り
、
い
ま
こ
こ
に
う
つ
し
い
る
な
ら
し
、
元
禄
四
壬
申
六
月
二

十
日
、
越
州
永
平
寺
於
二承
陽
電
一書
二写
之
門
可
山
拝

(永
平
正
法
眼
蔵
蒐

書
大
成
八
、
三
=
一頁
)

と
あ
る
。

こ
の
奥
書
は
晃
全
の
結
集
本
の
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
「
こ

の
写
本
は
永
平
室
中
に
お
さ
ま
れ
る
三
巻
の
中
の
ま
き
、
第
九
次
に
あ

り
、

い
ま
こ
こ
に
う
つ
し
い
る
な
ら
し
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

「
秘
蜜
正
法
眼
蔵
八
大
人
覚
」
の
巻
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定

で
き
る
。
そ
こ
で
、
「若
奉
レ
恋
二慕
先
師
一之
人
、
必
書
二
此

巻
一而

可
レ

護

持

之

一」
の
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
は
は
っ
き

り
と

「書
二此
巻
こ

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
十
八
巻
本
秘
蜜

正
法
眼
蔵
か
ら
書
写
し
た
と
断

っ
て
お
き
な
が
ら
、
「
書
二此
十
二
巻
一」

で
は
な
く
、
「書
二
此
巻

一」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ

は
、

誤
写
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
誤
写
だ
と
は
思
わ
な
い
。
と
い
う
の
は
、

「三
十
三
世
鑑
沙
弥
晃
全
奉
レ
敬
写
二斯
巻
一」
と
書

い
て
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
し
て
、
敬
い
の
念
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
あ
る

な
ら
ば
何
故

「此
十
二
巻
」
か
ら

「
此
巻
」
に
な
っ
た
の

か
と

い

う

に
、
そ
れ
は
、
「
此
十
二
巻
」
の
意
味
を

「
八
大
人
覚
」
の
巻
、
す

な

わ
ち
、
「
正
法
眼
蔵
第
十
二
、
八
大
人
覚
の
巻
」
と
理
解
し
た
か

ら

に

ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
既
に
元
禄
時
代
に
お

い

て
、
「此
十

二
巻
」
を

「八
大
人
覚
」
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
面
山
本

「建
衡
記
」
を
見
る
と
次
の
様
に
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

シ

ヲ

ハ

ソ

ヲ
 

キ

ス

レ

若
奉
レ
恋
二
慕
先
師

一之

者
必
書

二写
此
巻

一而
可

二護
持

一也
、

此
釈
尊
最

後

之

ツ

教
勅
、
且
先
師
最
後
之
遺
教
也

(諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建
衡

記
八
○
頁
)

メ

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
面
山
も

「書
二写
此
巻
一」
と
述
べ
て
い
る

の
で
あ
り
、
あ
き
ら
か
に

「
八
大
人
覚

の
巻
を
書
写
す
る
」
の
意
味
に

と

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
つ
れ
に
し
て
も
こ
の
二
つ
の
例
か

ら

「此
十
二
巻
」
を

「
八
大
人
覚
」

の
意
味
に
理
解
す
る
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
積
極
的
に
誤
解
の
生
じ
な
い
形
、
す

な
わ
ち

「此
巻
」
と
書

き
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

お
わ
り

に

今
回
、
「
八
大
人
覚
」
巻
の
奥
書

に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
総
括
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
第

一
に
、
十
二
巻
本
正
法
眼
蔵

「八
大
人
覚
」
の
巻
に
は
懐
弊

の
書
い
た
奥
書
が
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
二
十

八
巻
本
秘
蜜
正
法
眼
蔵

「
八
大
人
覚
」
の
巻
と

は
異
な
る
系
統
に
属
す

る
写
本
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
十
二
巻
本

「
八
大
人

正
法
眼
蔵
の
奥
書
に
関
す
る
一
考
察

(石

島
)
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覚
」
の
巻
と
、
二
十
八
巻
本

「
八
大
人
覚
」
の
巻
と
を
安
易
に
合
成
し

て
考
察
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

第
二

に
、
二
十
八
巻
本
秘
蜜
正
法
眼
蔵

「
八
大
人
覚
」
の
巻
の
奥
書

を
考
察
す
る
場
合
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
二
十
八
巻
本
と
の
連
関

に
於
い
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
「若
奉
レ恋
二慕
先
師
齢之
人
、
必
書
二

此
十
二
巻

↓
而
可
レ護
ご
持
之
刃
此
釈
尊
最
後
之
教
勅
、
且
先
師
最
後
之

遺
教
也
」
の
中

の

「
此
十
二
巻
」
の
意
味
を
考
え
る
と
、
永
光
寺
の
十

二
巻
本

「
八
大
人
覚
」
に
懐
弊
の
奥
書
が
な
い
こ
と
か
ら
、
秘
蜜
正
法

眼
蔵

「
八
大
人
覚
」
の
み
に
付
さ
れ
た
奥
書
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
「
此
十
二
巻
」
は
、

「此
巻
」
す
な
わ
ち
、
正
法

眼

蔵

第
十
二

「
八
大
人
覚
」
巻
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

こ
と
を
傍
証
す
る
資
料
と
し
て
、
明
州
本

・
瑞
長
本

・
延
宝
本

・
門
子

本

・
元
文
本
の
各
種
古
写
本

「
建
揖
記
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は

一
様
に

「…
…
必
書
二
写
此
十
二
巻
↓
…
中
略
…
自
レ古
此
巻
拝
見
之
輩

感
泪
ヲ
ナ
ガ
ス
、
住
持
此
巻
…
」
(諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建

槻
記
八
○
頁
)
等
と
記
し
、
「
此
十
二
巻
」
が
複
数
で
は
な
く
単
数
す
な

わ
ち

「八
大
人
覚
」
の
巻
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

『高
台
寺
旧
記
』
も

「
最
後
ノ
教
謳

ハ
八
大
人
覚
ナ
リ
コ
レ
世
尊
最
後

ノ
教
勅
開
山
最
後
ノ
教

勅

ナ

リ
」
(拙
稿
、
詮
慧
に
関
す
る
資
料
に
つ
い

て
、
『曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
第

一
号
八
九
頁
参
照
)
と
あ
り
、
最
後
の

教
謳
は

「
八
大
人
覚
」
の
巻
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
晃
全
結
集
本
を
見
る
と
、
「必
書
二
此
巻
一而
可
レ護
ご持
之
一」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

「
八
大
人
覚
」
巻
の

み
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
と
同
様
な
資
料
は
、
面

山
本

「建
揖
記
」
が
あ
げ
ら
れ
、
「奉
レ
恋
二慕
先
師
一之
者

必

書
二写
此

巻
一而
可
二護
持
一也
」
(諸
本
対
校
永
平
開
山
道
禅
師
行
状
建
衡
記
八
○
頁
)と

記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
各
種

「
八
大
人
覚
」
の
奥
書
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ

の
結
果
、
そ
の
奥
書
の
中
の

「若
奉
レ恋
二慕
先

師
一人
、
必
書
二
此
十
二

巻
↓
而
可
レ護
二持
之
こ

の

「
此
十
二
巻
」

の
意

味

は

「
八
大
人
覚
」

の
巻
の
意
味
に
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
た
が

っ
て
、
「…
懐
非
に
よ
っ
て

「
若
奉
恋
慕
先
師

之

人
、

必
書

此
十
二
巻
而
可
護
持
之
」
と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
出
家
の
道
元
門
下
に

と

っ
て
さ
え
最
高
度
に
重
要
な
著
述
だ
っ
た
と
考
え
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
思

っ
て
い
る
。
勿
論
、

道
元
の
こ
の
著
述
は
、
十

二
巻
と
い
う
志
半
ぽ
の

不
本
意
な
形
で
…
、
だ
か
ら
こ
そ
後
学
の
も
の
は
余
計
十
二
巻
本
を
大

切
に
す
べ
き
こ
と
…
」
(袴
谷
憲
昭
、
本
覚
思
想
批
判
、

三
四
四
頁
)
と
い

う
様
な

「此
十
二
巻
」
を
十
二
巻
本
全
体
の
意
味
に
解
す
る
説

に
は
賛

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

、
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

十
二
巻
本
、
二
十
八
巻
本
、
八
大
人
覚
、
此
十
二
巻
、

古
写
本
建
衡
記

(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
所
員
)
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